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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 10,070 7.1 171 12.2 224 8.7 145 △0.7

22年3月期第2四半期 9,405 △24.3 152 △43.2 206 △31.5 146 △1.7

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 11.42 ―

22年3月期第2四半期 11.50 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 12,599 7,162 56.8 560.79
22年3月期 12,617 7,243 57.4 567.08

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  7,162百万円 22年3月期  7,243百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 4.25 ― 4.25 8.50

23年3月期 ― 4.25

23年3月期 
（予想）

― 4.25 8.50

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 20,320 3.5 340 △4.7 430 △5.2 270 △9.5 21.14



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸
表に対する四半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.３「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 15,600,000株 22年3月期  15,600,000株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  2,828,312株 22年3月期  2,827,337株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 12,772,057株 22年3月期2Q 12,775,106株
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当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の景気刺激策やアジアを中心とする新興国
の好調な経済、夏場の記録的な猛暑の追い風などもあって、一部企業に業績回復の兆しが見られるも
のの、長引くデフレや消費不振、雇用回復の遅れ、設備投資の低迷、さらには急激な円高も加わり、
先行きに不透明感を抱えたなかで推移いたしました。 
 このような状況の下、当社グループは、お客様本位の営業活動に注力し、新商材の開発と拡販、提
案型営業活動の推進など、営業施策の強化に努める一方、引き続き経費削減に取り組んでまいりまし
た。 
 これらの結果、建材資材関連分野は仕様変更や需要の減少により減収となったものの、情報・輸送
機器関連分野、化学工業関連分野の需要回復、新規拡販などにより大幅に伸長し、売上高は100億７
千万円（前年同期比7.1％増）、営業利益は１億７千１百万円（前年同期比12.2％増）、経常利益は
２億２千４百万円（前年同期比8.7％増）、四半期純利益は１億４千５百万円（前年同期比0.7％減）
となりました。 
 事業分野別の売上概況は、次のとおりであります。 
  
＜土木・建材資材関連分野＞ 
建材資材関連分野では、新規顧客の開拓よる増加があったものの、什器関連部材の仕様変更や住

宅着工件数の低迷によるマンション向けシステム収納部材の落込みが影響し大幅な減収となりまし
た。 
 また、土木関連分野でも、地盤改質用セメント添加剤が拡販により増収となりましたが、公共事
業を中心に土木工事関係の需要の減少を受け、生コンやコンクリート二次製品向け混和材が減収と
なりました。 
 この結果、売上高は27億１千９百万円（前年同期比17.4％減）となりました。 
  

＜情報・輸送機器関連分野＞ 
情報関連分野では、前年落ち込んだデジタル機器関連や半導体向け商材が生産回復を受けて大幅

に伸長いたしました。 
 輸送機器関連分野では、自動車向け部品用樹脂商材が国内外の生産回復や拡販により伸長し、二
輪車向け部品も堅調に推移いたしました。 
 この結果、売上高は35億６千万円（前年同期比34.3％増）となりました。 
  

＜日用品関連分野＞ 
日用品関連分野では、製靴用途向け樹脂が生産回復や輸出のスポット需要を受けて増収となった

ほか、化粧品向けも輸出用加工原料向けが拡販により伸長いたしました。 
 一方、フィルム関連分野では、食品用フィルム、一般包装用フィルムが需要低迷により減収とな
りました。 
 この結果、売上高は14億９千３百万円（前年同期比6.5％増）となりました。 
  

＜化学工業関連分野＞ 
化学工業関連分野では、塗料向け商材は減収となったものの、新規商流の開拓や東南アジアの需

要の回復を受けて輸出商材が大きく伸長いたしました。 
 繊維関連分野では、工業用繊維資材向け薬剤は堅調に推移しましたが、染色整理向け繊維処理剤
などが需要の低迷を受けて減収となりました。 
 この結果、売上高は22億９千２百万円（前年同期比11.6％増）となりました。 

  

①資産の部 
流動資産は前連結会計年度末に比べ、４億１千６百万円増加し、86億９千６百万円となりました。

 これは主に、現金及び預金が２億７千８百万円、有価証券が１億９百万円増加し、受取手形及び売
掛金が６千５百万円減少したことによるものであります。 
 固定資産は前連結会計年度末に比べ、４億３千４百万円減少し、39億３百万円となりました。 
 これは主に、投資有価証券が６億７百万円減少し、減価償却等に伴い有形固定資産が１千１百万円
減少したことによるものであります。 
 この結果、総資産は前連結会計年度末に比べて、１千８百万円減少し、125億９千９百万円となり
ました。 

  
②負債の部 

流動負債は前連結会計年度末に比べ、１億２百万円増加し、50億６千３百万円となりました。  
 これは主に、支払手形及び買掛金が１億４千１百万円増加したことによるものであります。 
 固定負債は前連結会計年度末に比べ、３千９百万円減少し、３億７千３百万円となりました。 
 この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べて、６千２百万円増加し、54億３千６百万円となり
ました。 

  
③純資産の部 

純資産合計は前連結会計年度末に比べ、８千万円減少し、71億６千２百万円となりました。  
 これは主に、その他有価証券評価差額金が１億７千２百万円減少したことによるものであります。

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報
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④キャッシュ・フローの状況  

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、７億７千
２百万円となり前連結会計年度末に比べ２億７千８百万円増加いたしました。 
 各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。  
  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 
営業活動の結果、増加した資金は１億９千６百万円（前年同四半期連結累計期間は６億９千６百万

円の増加）となりました。 
 これは主に、税金等調整前四半期純利益２億４千９百万円、売上債権の減少６千５百万円、仕入債
務の増加１億４千１百万円の収入に対し、たな卸資産の増加９千２百万円、法人税等の支払額１億２
千１百万円の支出によるものです。 
  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 
投資活動の結果、増加した資金は１億３千６百万円（前年同四半期連結累計期間は１億１千９百万

円の減少）となりました。 
 これは主に、投資有価証券の売却による収入２億７千１百万円に対し、定期預金預入による支出１
億円、関係会社株式の取得による支出７千４百万円によるものであります。 
  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 
財務活動の結果、減少した資金は５千４百万円（前年同四半期連結累計期間は５千４百万円の減

少）となりました。 
 これは主に、配当金の支払額５千３百万円の支出によるものであります。 
  

わが国経済は、円高の定着や長引く消費不況が重荷となり、国内景気の回復が足踏み状況にあるな
か、猛暑特需の反動や補助金の打ち切り等の政策効果の息切れ、更にはアジアを中心とした新興国の
需要増による原油をはじめとする原材料価格の上昇などもあり、下期も引き続き厳しい状況が続くも
のと思われます。 
 このような状況の下、当社グループは、新規顧客や海外を含めた新規市場開拓に積極的に取り組む
とともに、引き続き収益率の向上、経費削減に努めてまいる所存であります。 
 これらを踏まえ、当連結会計年度は、売上高、利益ともに前回予想を上回る通期業績予想を見込ん
でおり、平成22年５月13日の決算短信で発表した通期の連結・個別業績予想との差異は下記のとおり
であります。 

  
    平成23年３月期連結業績予想数値の修正（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

 
  

（参考）平成23年３月期個別業績予想数値の修正（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

 
なお、業績予想につきましては、現時点での入手可能な情報に基づいておりますが、実際の業績は今後

の様々な要因により、異なる結果となる可能性があります。 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円

  前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 20,000 300 380 230 18.01

  今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 20,320 340 430 270 21.14

  増  減  額  （Ｂ―Ａ） 320 40 50 40 ―

  増  減  率    1.6% 13.3% 13.2% 17.4% ―

 （ご参考）

  前期実績（平成22年３月期） 19,638 356 453 298 23.34

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円

  前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 20,020 300 370 220 17.20

  今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 20,340 340 425 265 20.72

  増  減  額  （Ｂ―Ａ） 320 40 55 45 ―

  増  減  率    1.6% 13.3% 14.9% 20.5% ―

 （ご参考）

  前期実績（平成22年３月期） 19,660 355 431 277 21.65
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該当事項はありません。  
  

① 簡便な会計処理  
 １）固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算
定する方法によっております。 
  

② 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 
 １）税金費用の計算 

 当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果適用後の実効税率を合理的に見積り、税引
前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 
 なお、法人税等調整額は、法人税、住民税及び事業税に含めて表示しております。 
  

 ① 「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適
用 
 当第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年
３月10日公表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第
24号 平成20年３月10日）を適用しております。 
 これに伴う経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。 

  
② 「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

 当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平
成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21
号 平成20年３月31日）を適用しております。 
 これに伴う営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。 

  

  

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,442,695 1,164,498

受取手形及び売掛金 6,644,162 6,709,372

有価証券 159,560 49,875

商品 394,343 302,062

その他 58,267 56,679

貸倒引当金 △2,989 △3,086

流動資産合計 8,696,038 8,279,401

固定資産

有形固定資産 802,419 813,598

無形固定資産 44,492 49,732

投資その他の資産

投資有価証券 2,743,907 3,351,437

その他 314,364 201,034

貸倒引当金 △2,035 △77,938

投資その他の資産合計 3,056,237 3,474,533

固定資産合計 3,903,148 4,337,863

資産合計 12,599,187 12,617,265

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,813,742 4,672,130

未払法人税等 104,751 124,093

賞与引当金 66,976 61,395

役員賞与引当金 6,000 15,000

その他 71,641 88,413

流動負債合計 5,063,112 4,961,032

固定負債

退職給付引当金 1,220 1,046

役員退職慰労引当金 183,363 193,118

その他 189,193 218,942

固定負債合計 373,776 413,106

負債合計 5,436,889 5,374,138

純資産の部

株主資本

資本金 1,716,600 1,716,600

資本剰余金 1,433,596 1,433,596

利益剰余金 4,551,729 4,460,227

自己株式 △574,830 △574,633

株主資本合計 7,127,095 7,035,790

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 5,657 177,791

土地再評価差額金 29,545 29,545

評価・換算差額等合計 35,202 207,336

純資産合計 7,162,298 7,243,126

負債純資産合計 12,599,187 12,617,265
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(2) 四半期連結損益計算書

【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

売上高 9,405,087 10,070,119

売上原価 8,555,529 9,170,076

売上総利益 849,558 900,042

販売費及び一般管理費 696,869 728,663

営業利益 152,688 171,379

営業外収益

受取利息 9,293 8,774

受取配当金 26,633 25,430

持分法による投資利益 10,018 8,186

仕入割引 3,816 2,543

その他 7,975 14,149

営業外収益合計 57,737 59,084

営業外費用

売上割引 2,946 3,301

その他 644 2,252

営業外費用合計 3,590 5,554

経常利益 206,836 224,909

特別利益

投資有価証券売却益 7,347 26,207

貸倒引当金戻入額 31,832 1,143

特別利益合計 39,180 27,350

特別損失

固定資産除却損 49 25

固定資産売却損 － 2,236

その他 － 69

特別損失合計 49 2,331

税金等調整前四半期純利益 245,967 249,928

法人税、住民税及び事業税 99,070 104,058

法人税等合計 99,070 104,058

少数株主損益調整前四半期純利益 － 145,869

少数株主利益 － －

四半期純利益 146,896 145,869
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【第２四半期連結会計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成22年７月１日
至 平成22年９月30日)

売上高 4,953,454 5,129,796

売上原価 4,492,025 4,667,530

売上総利益 461,429 462,266

販売費及び一般管理費 360,567 369,376

営業利益 100,862 92,889

営業外収益

受取利息 4,743 4,159

受取配当金 191 287

持分法による投資利益 5,255 7,662

仕入割引 1,750 1,375

その他 6,415 5,985

営業外収益合計 18,356 19,469

営業外費用

売上割引 1,540 1,642

その他 307 △210

営業外費用合計 1,847 1,431

経常利益 117,371 110,927

特別利益

貸倒引当金戻入額 26,072 △72

特別利益合計 26,072 △72

特別損失

固定資産除却損 49 25

固定資産売却損 － 2,189

特別損失合計 49 2,215

税金等調整前四半期純利益 143,394 108,639

法人税、住民税及び事業税 56,293 41,745

法人税等合計 56,293 41,745

少数株主損益調整前四半期純利益 － 66,894

少数株主利益 － －

四半期純利益 87,100 66,894
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 245,967 249,928

減価償却費 23,345 17,688

貸倒引当金の増減額（△は減少） △31,832 △75,999

賞与引当金の増減額（△は減少） 15,394 5,581

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △9,000 △9,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） 110 174

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 8,092 △9,755

前払年金費用の増減額（△は増加） △45 △8,558

受取利息及び受取配当金 △35,926 △34,205

持分法による投資損益（△は益） △10,018 △8,186

有形固定資産除却損 49 25

有形固定資産売却損益（△は益） － 2,236

投資有価証券売却損益（△は益） △7,347 △26,207

売上債権の増減額（△は増加） 141,226 65,210

たな卸資産の増減額（△は増加） 26,574 △92,281

その他の資産の増減額（△は増加） 8,899 73,087

仕入債務の増減額（△は減少） 328,298 141,612

その他の負債の増減額（△は減少） 5,969 7,135

未払消費税等の増減額（△は減少） 11,488 △21,556

その他 △278 △1,264

小計 720,965 275,662

利息及び配当金の受取額 34,909 41,877

法人税等の支払額 △59,340 △121,507

営業活動によるキャッシュ・フロー 696,534 196,033

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 － △100,000

定期預金の払戻による収入 100,000 －

有価証券の売却による収入 － 50,000

有形固定資産の取得による支出 △4,138 △4,035

有形固定資産の売却による収入 △23 531

無形固定資産の取得による支出 △50,000 －

投資有価証券の取得による支出 △216,357 △7,007

投資有価証券の売却による収入 51,311 271,710

関係会社株式の取得による支出 － △74,958

その他 △91 92

投資活動によるキャッシュ・フロー △119,298 136,333

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △410 △196

自己株式の売却による収入 325 －

配当金の支払額 △54,013 △53,973

財務活動によるキャッシュ・フロー △54,098 △54,169

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 523,137 278,197

現金及び現金同等物の期首残高 630,172 494,498

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,153,310 772,695
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  当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） 
 該当事項はありません。  

  

  当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） 
 該当事項はありません。 

  

  

  

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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